
「豊橋市住宅マスタープラン 2022-2031（案）」についての意見募集結果  
１．パブリックコメントの概要 

（１）意見募集期間 令和４年２月５日（土）から令和４年３月６日（日）まで 
（２）意見提出者数 １人 
（３）意見件数   ２件  
２．意見の概要と市の考え方 

寄せられた意見の概要及び意見に対する市の考え方は次のとおりです。 
番号 意見の概要 市の考え方 
１ 市営住宅の戸数を減らすべきではな

いと考えます。著しい困窮世帯が減少こ

とを根拠としていますが、戸数を維持ま

た増やすことでより幅広い市民にセー

フティーネットとしての住宅を提供す

ることが望ましいのではないでしょう

か。そういった点において所得制限も緩

和するべきです。 

市営住宅は公営住宅法に基づき整備し

ており、入居者の資格として入居収入基準

等が定められています。今後の参考とさせ

ていただき、国から方針が示された場合

は、適切に対処します。 
２ 一軒家にくらべて集合住宅へ設備投

資する方が、一人頭で考えればコスト面

で有利に働くと考えます。持続可能な社

会の実現という観点からみても、家庭用

エネルギー設備導入より環境に配慮で

きる方策だと思います。 
本市において、集合住宅への設備投資に

ついては今のところ特段の施策を行う予

定はありません。今後の参考とさせていた

だき、国の動向を注視してまいります。 
 


